
家計統計における記載例 

 

○ 標本設計＜…試行水準３＞ 
標本設計の概要 http://www.stat.go.jp/data/kakei/hyohon.htm 

 

 

 

  

参考資料２ 

http://www.stat.go.jp/data/kakei/hyohon.htm


○ 情報収集方法（調査方法）＜…試行水準２＞ 
家計調査の概要 http://www.stat.go.jp/data/kakei/1.htm 

6 調査の方法 

調査は次のような流れで行われています。 

調査内容 作業者 

(1) 調査票の設計，調査方法などの企画・設計，調査地域の選定 総務省統計局 

(2) 調査員の選任・指導，調査世帯の選定 都道府県・指導員 

(3) 調査地域の世帯名簿の作成，調査の依頼，調査票の配布 調査員 

(4) 調査票（家計簿など）の記入 世帯 

(5) 調査票の回収 調査員 

(6) 調査票の提出・整理 都道府県・指導員 

(7) 調査結果の集計・公表 総務省統計局 

 

家計調査の概要 http://www.stat.go.jp/data/kakei/2015np/pdf/gy1.pdf 

３ 調査方法 

(3) 調査事項と調査方法 

調査は，「世帯票」，「家計簿」，「年間収入調査票」及び「貯蓄等調査票」（二人以上の世帯の

み）の４種類の調査票を用いて行う。 

ア まず，調査を行う世帯の世帯員及び住居に関する事項を「世帯票」（p.423）によって，調査員が

質問して調査する。 

イ その後，６か月間（単身は３か月間），勤労者世帯及び勤労者以外の世帯のうちの無職世帯につい

ては家計上の収入及び支出を，勤労者以外の世帯（無職世帯を除く。）については家計上の支出の

みを，調査世帯が日々「家計簿」（p.420）に記入する。 

記入は，品目ごとに，支出金額のほか購入数量（二人以上の世帯のみ。なお，2002年からの食料

の数量は，記入開始１か月目のみ。）も記入する。購入数量は，総務省統計局から配布された「は

かり」を用いて量る。なお，家計簿は１か月を２期に分け，月２冊を調査世帯に配布し，半月ごと

に調査員が取集する。 

ウ 記入開始後１か月目の後半に調査世帯が自ら「年間収入調査票」（p.424）に記入することによっ

て記入開始月を含む過去１年間の収入を調査する。 

エ 二人以上の世帯について，記入開始３か月目の前半に調査世帯が自ら「貯蓄等調査票」（p.425）

に記入することによって，貯蓄や負債の現在高等を調査する。 

オ 調査をどうしても引き受けられない世帯の場合には，世帯員及び住居に関する事項と１か月間の家

計費総額を「準調査世帯票」（p.424）によって調査員が質問して調査する。 

 

 

http://www.stat.go.jp/data/kakei/1.htm
http://www.stat.go.jp/data/kakei/2015np/pdf/gy1.pdf


○ 集計・推計方法＜…試行水準２＞ 
家計調査の推計方法 http://www.stat.go.jp/data/kakei/pdf/suikei.pdf 

１ 集計の手順 

調査票は調査員が取集し，都道府県統計主管課で審査した後，総務省統計局に提出される。これを，

独立行政法人統計センター（以下「統計センター」という。）で受付後，家計収支については，家計

簿の１行１行の記入に対し「収支項目分類」に従って内容審査と同時に分類格付及び入力を行う。こ

の収支項目分類の項目数は約570 項目に上る。入力された調査票の内容は，統計センターの電子計算

機によって集計される。貯蓄・負債については，貯蓄等調査票を光学式文字読取装置（OCR）により読

み取り，集計される。 

 

２ 推定式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家計調査における季節調整値の改定について 

 http://www.stat.go.jp/data/kakei/longtime/pdf/rev_sa.pdf 

家計調査において作成している季節調整値は，毎年１月分結果公表時及び１～３月期結果公表時に，

推計に用いる期間に前年の１年間を追加し，季節調整値の再計算を行い，過去に遡って改定している。 

(1) 二人以上の世帯 

○ 月次系列については，推計期間を 2000年１月から前年 12月までとし，2000年１月以降の数値に

ついて改定を行っている。 

○ 前年まで用いていたARIMAモデル及び回帰変数は原則として変更せず，前々年１月以降の直近２年

間について，外れ値の追加を行う。 

新たに追加する外れ値は，原則として直近２年間について季節調整プログラムの自動検出機能に

より検出されたものを採用している。 

※ 季節調整の方法は，センサス局法（X-12-ARIMA）を用いており，うるう年，月末の曜日，休日など

の変動の要因を含めている。 

詳細は「家計調査の結果を見る際のポイントNo.12」を参照されたい。 

※ 使用しているスペックファイル，ARIMAモデル及び回帰変数については，（参考１）及び（参考２）

を参照。 

○ 二人以上の世帯の四半期系列については，月次系列の３か月単純平均としている。 

http://www.stat.go.jp/data/kakei/pdf/suikei.pdf
http://www.stat.go.jp/data/kakei/longtime/pdf/rev_sa.pdf


統計結果の公表情報 http://www.stat.go.jp/data/kouhyou/e-stat_kakei2016.xml 

家計収支編 平成27年（2015年）12月分 二人以上の世帯   

公表日：平成28年  1月 29日 8時 30分  

 

○ 標本誤差＜…試行水準２＞ 
家計調査の概要 http://www.stat.go.jp/data/kakei/2015np/pdf/gy1.pdf 

４ 集計方法 

(3) 推定値の標本誤差 

 

 

標本設計の概要 http://www.stat.go.jp/data/kakei/hyohon.htm 

 

 

○ 他統計との比較・分析＜…試行水準２＞ 
家計調査に関するQ&A（回答） http://www.stat.go.jp/data/kakei/qa-1.htm 

 

http://www.stat.go.jp/data/kouhyou/e-stat_kakei2016.xml
http://www.stat.go.jp/data/kakei/2015np/pdf/gy1.pdf
http://www.stat.go.jp/data/kakei/hyohon.htm
http://www.stat.go.jp/data/kakei/qa-1.htm
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